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協力テーマ，
協力の内容

　　　＼坙{側機関 相手機関 平成3年度までの実績 平成4年度の計画
（協力の根拠） 驚

人工衛星レー レーザー測距による人工衛星 海上保安庁 応用測地研究所 59年度に左記の協力内容につい 引続きデータの交換を行うと・

ザー測距によ の共同観測を実施し、データ （IFAG） て提案し、この分野での協力関 ともに、ソフトウェアや観測

る測地の研究 の交換を行う。 係の進展を図った。
装置等に関する情報交換を行　　　　　　」

（二国間協力） 同データの解析に関するソフ 61年度からは、　「あじさい」の う予定である。

トウェアについての情報交換 概要及び観測計画、軌道情報等

i
、 及び同データを用いて得た研 を提供しデータの交換を行って

究成果の交換を行う。
「

いる。

さらに、人工衛星レーザー測 L

距装置の開発・改良に関する

、

情報を交換する。
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（5）フランス

（

協力テーマ
協力の内容 日本側機関 相手機関 平成3年度までの実施 平成4年度の計画

（協力の根拠）

SPOT－3追跡管 SPOT－3打上げ初期段階の追跡 宇宙開発事業団
　　　’bNES 4年度冬期の打上げに向けて、 5年3月の打上げに向けて、

制支援 管制支援を行’う。 実務レベルの調整を行うと共に 実務レベルの調整を行う。

（NASDA／CNES 協定を締結した。’

追跡管制協力

覚書、63．6．7

改訂）
」

！
i

ERS－1追 ERS－1打上げ初期段階の 宇宙開発事業団 CNES 地上設備系による総合試験、リ

跡管制支援 逼跡管制支援を受ける。 ハーサルを実施し、4年2月11

（NASDA／℃NE
〆㌧

ノ

日の打上げ時の追跡管制支援を

追跡管制協力 受けた。

覚書、63．6．7，
L

改訂） 1

L

　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧置

L

’

ADEOS追 ADEOS打上げ初期段階の追跡 宇宙開発事業団 CNES 7年度冬期の打上げに向け

跡管制支援 管制支援を受ける。 ‘

「， て、調整を開始する。へ

（NASDA／CNE 7 ・　　　　　　　　　　　　　1

追跡管制協力 ヤ’　　　‘ ヤ
亀
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覚書、改訂予
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協力テーマ
i協力の根拠）

」　　　協力の内容 日本側機関 相手機関 、平成3年度までの実施 平成4年度の計画

・人工衛星レー レーザー測距による人工衛星 海上保安庁 フランス 59年度に左記の協力内容につい ’協力関係を継続するととも

ザー測距によ の共同観測を実施し、データ 宇宙測地研究グ て合意がなされ、61年度から協 に、引続き日本から「あじさ

．る測地の研究 の交換を行う。
’

ループ／地球力 力を行っている。
い」の軌道情報等を提供し、　　　　　　1

監（二国間協力） 同データの解析に関するソフ 学天文学研究セ 61年度に日本側から「あじさ 「あじさい」の共同観測を行

¢ トウェアについての情報交換 ンター い」の概要、観測計画及び軌道 う。

及び同データを用いて得た研 （GRGS／CERGA） 情報等を提供した。

究成果の交換を行う。
㌻　　　，

@、
「

62年度フランスを訪問し技術的

　　　　　　　、ｳらに、人工衛星レーザー測 な情報交換と協力関係進展のた

距装置の開発・改良に関する
　　　　　’ﾟの打ち合せを行った。

情報を交換する。
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協力テー一・一マ・一

i協力の根拠）

恥w仙 @M∂＾〔ワ粋い5’‘隔や一繋層”ド物賢四國’」、い岬　’ぞ＾脚　呪σ、’幅’

@　協力め内％容
’h　　＾“’ぞζd榊。’昂‘量’‘冒’㌧‘w　　応“　’”好　Fw

@日本側機関 柑羊機蘭…’
　　　　　　　　　　　　、
c車田3軍度ま’でる翼施 国ゴ成4年度’の計適　鞠

静止気象衛星 フランスはニュrカレドニア 気　象　庁 フランス ニューカレドニアに通報局を2 引続き運用する。

（GMS）の
　ノfに通報局を設置し、気象庁は

　‘ﾇ開局しぐ運用している。
鬼タ

データ収集シ GMS経由で気象データを収
、

ステム（DC 愉し配信する。そのたあのシ

S）の展開。

i科学技術分

ステムの技術情報の交換等を

sう。

野の協力に関

ｷる協定）
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C6）イギリス

協力テ」マ
i協力の根拠）

協力の内容
日本側機関　』

相手機関 平成3年度までの実施 平成4年度の計画

科学

@（文部省と英

痩ﾈ学工学研

u究会議との間

ﾅ協定）

@（58年10月）

g

　　　　　　　　　　、
謔P1号科学衛星（ぎんが）は

w戦天文観測衛星で、活動銀

ﾍ中心核等のX戦観測を行う

烽ﾌである。

ｻの主要装置である大面積比

瘡W数管の開発、製作を共同
ﾅ実施するとともに打上げ後　　9

ﾍ観測研究で協力を行う。

文　部・省

搨?ﾈ学研究所

@　　　　1

レスター大学

ﾁ

平成2年度に引き続き　「ぎん

ｪ」での観測について共同研究

�sった。

引き続き共同研究を行う。

｛科学衛星「よ

､こう」によ

Eる太陽物理学

ﾌ研究
@（文部省と英

巣}ラ7ド研
?鰍ﾆの間で　　　　　、　、

ｦ
定
）
》
　
　
～
　
㌔
　
　
　
　
、

太陽における各種天体物理現

ﾛの共同研究を行う。

ﾁに、科学衛星「ようこう」

ﾉよる観測を中心に、地上か

轤ﾌ光や電波による観測も合

墲ｹて太陽活動を調べる。

@　’　　　1

@　　　　、
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@　　　　　　　　、
@　　　　　　　　ノ‘
@　　　　　　　　　　F

文　部　省

F宙科学研究所

@　　　し　　　　」

ロンドン大学

}ラード宇宙科

w研究所

@　　　r

@　　　　〆

　　　　〆
F宙科学研究所のSOLAR－
`（「ようこう」）衛星に英国

､究者が参加することになり、

匀p協力で観測器の製作が進め

轤黷ｽ。平成3年度には前年に

�ｫ続いて衛星の最終組立、総

㍽詞ｱが行われた。衛星は、平

ｬ3年8月30日に打上げられ、

ｻの後極めて順調に観測が続け

轤黷ｽ。衛星の運用、観測結果

ﾌ解析も日英の研究者の協力で
sわれている。　　　　　　　　　渓

引き続き「ようこう」衛星の

ﾏ測を中心に日英共同研究を

sう。さらに、将来の日英両

曹ﾌ計画についても共同研究

ﾌ可能性について検討を進め
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協力テーマ
i協力の根拠）

協力の内容 日本側機関
　気

且闍@関
　　　　　　’　　　　、

ｽ成3年度までの実施 平成4年度の計画

JERS－1 JERS－1の定常段階にお 宇宙開発事業団
’　SSC

設置契約を締結し、空中線基礎 JERS－1の実運用を継続

用可搬型追跡 ける追跡火星業務を委託す （スウェーデン 工事を実施するとともに、無線 する。
「

管制局設置契 る。 宇宙公社） 局免許等スウェーデン国内の許

約・運用契約 認可申請を行った。

運用契約を締結し、設備の操作

！
匪 訓練を実施し、4年2月に打上

テ

げられたJERS－1の実運用

｛

を行った。
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（8）。オrス．トラ．リァ㌧て．、．㌦、

＼

協力テーマ 且　　　協力の内容 ・　日本側機関 相手機関
、平成3年度までの実施

。平成4年度の計画
1（協力の根拠） ，

梅洋観測衛星 オーストラリア地域における ・宇宙開発事業団 CSIRO 、・ �ｱき定常受信を行う。

11号及び1号 地球観測データの利用促進を 魅

1

グ局で定常受信を開始した。 ・JERS－1の直接受信について、

．一 図る。
ノ

i ・2年9月にMOS－1b受信を含め 協定の調整を行う。

卜．オーストラリ
」

協定改訂を行った。

アにおけるMO
例

1

㌧S－1の直接受
垂

，信及びデータ
一

’

利用促進。

（NASDA／CSIRO

・MOS－1データ

の直接受信に 犀

関する協定書

62．6．4締結）
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i協力の根拠）

，＿＿一口＿か、こ鵬、▼　砂，．し，漸，＿，＿“＿帽

@協力の内容
」酔 @　　ハ▼　、　　亀‘ハ勲　℃バ’Pい　‘、い　　’．　嚇

@日本側機関
rヒ　、帽　　　　‘へp　r　℃耐　　　　甲㌧、　　｛　’ヤ　し　　r闘潤　　　’　ダw　　　　　A

@相手機関
響　　　L　h　　－　D　」　　呵　　亀　　　、　f　、　％　　　　鼠　　　　　　　　　－　r可留曽　　　　　e　　，　㌧　ば　“　A　　　　　　　尻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　yr

ｽ成3年度までの実施
　　　　　　　　　　、ﾔ歳4三度の計面“

静止気象衛星 静止気象衛星1号、2号、3 気　象・庁 オーストラリア 静止気象衛星1号、2号，3号 本協力を従来どおり継続運用

　　、ﾌ運用（静止 号について、我が国オースト 気象局 rについて、本協力は所期の目的 する。

気象衛星シス ラリアの要請によるサイクロ を果たしている。

テム4号計画 ン等の気象衛星臨時観測に対 3号は待機衛星としての管理た

のための協力 して、可能な限り協力をし めオーストラリア測距局の予備

　　　　，ﾉ関する日本 た。 系アンテナを1200Eに指向さ

国政府とオー また、4号について、我が国 せた。

ストラリア政 はオーストラリアによる、研 静止気象衛星4号について、従

府との交換公 究のための画像情報等の入手 且
来に準じた運用を行うべく、交

文） 要請に対して、妥当な考慮を 換公文を締結した。剛

払う。 毎年1回日豪静止気象衛星合同

　　　　　　　　　　曳Iートスラリアは、気象衛星 委員会を開催し、GMSシステ
」

の観測業務に必要な3しヶ所の ムの現状等について情報交換を

測距局のうち、1ヶ所につい 行っている。

て自己の費用によって建設・
運
用
・
保
守
を
行
う
。
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（9）中　国
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協力テーマ 　　　、
ｦ力の内容 日本側機関 相手機関 　　　　　ノｽ成3年度までの実施 平成4年度の計画

（協力の根拠）

EGP（測地 宇宙開発事業団が昭和61年8 海上保安庁 中国科学院 60年度に牟記の協力内容につい 協力関係を継続するととも

実験機能部） 月に打ち上げた測地実験衛 上海天文台 て中国科学院に提案したとこ に、引き続き日本から「あじ

を用いた測地 「あじさい」　（旧名称EGP 国家地震局 ろ、62年度に受入れる旨回答が さい」の軌道情報等を提供し

の研究 ：測地実験機能部）の共同観 武漢地震研究 あった。 「あじさい」の共同観測を行

’（二国間協力） 測を○ﾀ施する。中国側の測距 所 62年度には、国家地震局武漢地 う。

データを我が国のデータと併 震研究所に対しても同様の提案 国家地震局武漢地震研究所に

　　　　　一ｹて解析し、正確な軌道予報 を行った。 対し、引き続き協力関係の確

を行い、これを中国側に提供 61年度からは、　「あじさい」の 立を働きかける。

する。 技術情報、観測計画、軌道情報

等を提供しいる。

62年度から「あじさい」の共同
、

観測を行っている。
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i協力の根拠）

　
　
　
協
力
の
内
容
’ 日本側機関 相手機関

　　　　　　　　　　　り@　　　　　　、ｽ成3年度までの実施 平成4年度の計画

’GMS－4衛
ｯ打上げ後の

^用状況の研
?@（日中科学技

p協力）

中国が打上げを予定している

ﾃ止気象衛星「風雲2号」の

^用計画の参考としてGMS
|4の運用状況の概要につい

ﾄ情報交換を行う。

@　　　　，

気　象　庁 中華人民共和国

痩ﾆ気象局

平成2年度に協力合意がなさ　　　　　　　　　　　ノ

黶A気象衛星調整会議の際GM

r－4の運用状況についての情

���氓ｵた。

引き続き情報の提供及び専門

ﾆの交流を進める。

@養

@　　　　’

δ宇宙通信分野

i日仏科学技

p協力）

　　　　　　　　！F宙潭信分野（通信衛星、放
莱ﾘ衛星等）に関する情報交　　　　　　　　　二‘換、専門家の交流逐

　　　　｛
X　政　省 郵　電　省 過去10回混合委員会が開催され

驍ﾆともに、宇宙通信分野に関

ｷる情報交換、専門家の交流等

�sった。

宇宙通信分野に関する情報交

ｷ、専門家の交流等を継続す

驕B

@　　　　　　　　　　　　戸

通信・放送衛

ｯ分野
i日興科学技　　　　　　、

p協力）

@　　　　、

@　　　’@　　　　　：

通信衛星及び放送衛星に関す

髀﨣��ｷ

@　　　　　　　　　　　　「

@　聾
@　　’

郵　政　省

@　’

@　，

通　信　省

@タ

通信衛星及び放送衛星に関する

﨣��ｷ、専門家の交流等を行、

ﾂた。

@　　　　　　　　　鞠

@　　　　　　　　　　　　と@　戸

通信衛星及び放送衛星に関す

髀﨣��ｷ、専門家の交流等

�p続実施する。　　＼ノ
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協カチコマ 　二　西　　　　　　…い㌃　、

ｦ力の内容
忌　　　、，㌻　“俳‘掌’　　・川’

@日本側機関
　　　　　　、
且闍@関

　　　　　｝　㌧
O平成3年度までの実施 サ平成4年度の計画

、

、（協力の根拠） 、

宇宙通信分野

E（日本／ES

`行政官会
c）

　　　　　」㌧　齢　　　　　　「

坙{及びESAの宇宙開発に
ﾖし、その協力関係を促進す

驍ｽめ通信分野における情報

�ｷ、専門家の交流等を行っ

郵　政　省
　　　　4

dSA 過去16回の行政官会議に出席す

驍ﾆともに、宇宙通信分野にお

ｯる各種情報交換、専門家の交

u流民を行った。

4年6月た、オランダで日本

黷dSA行政官会議（第17
�jを開催渉る。また、次世

繧ﾌ通信・放送分野の研究開

た。 4年1月には、衛星間光通信、 発衛星に関する協力の可能

、　　　喝
、

己，静止軌道サービス衛星、非静止

q犀による通信等に関する情報

性、周回衛星を利用した移動
ﾌ衛星通信に関する相耳の協　　　　　　　　　　　妄

v　　　　　　占

1　　静

レ　‘

E意見交換のだめの噂門家会合
力の可能性について今後とも　　　，　　，

’　　　　　’4曜 ト －

をオランダで開催する。
　ノ

p続して議論するとともに、

｝ 宇宙通信分野における各種の

情報交換を継続する。

、yL、BI技術
ﾉよる地殻プ　♂レート運動の、

C研究

・1．日中．間でVLBI共同実験を実　　　「

@に測定すること．にさり・太’

@地震の発生機構の解明に必

郵　　政　　省

ﾊ信総合研究所

中国科学院

繩C天文台

「日中科学技術協力協定」に基

@　　　　、ﾃき
E昭和6b年9丹　　　　　　、　9

@
日
本
漿
デ
ー
タ
収
集
装
置
に
よ
る
サ

上海天文台の25mのアンテナ

�pいた日米共同実験を引き

ｱき進め、同アンテナ位置を

uLBI世界座標系の中で正確に

r

　（日中科学技
p
協
力
協
定
）
‘

要な地殻プレート運動を実

ｪする。　　　　　’

初の日中VL31実験

E昭和61年6月

咊?ﾄ3国VLBI実験

求める。

ｳ年度設置した太平洋プレー

g上の南鳥島局、2年度に移
　　しA

、 ・昭和62年6月 設したフィリピン海プレート
ワ’

上海新設距mアンテナによる
　買繧ﾌ南大東三局と既設の鹿島

㌧ 、し“

白中米3国VしBI実験 局・上海局間の基線測定を行
ε ’・’ r［・　　　　　　　　　　　　　　‘

@　　‘〆 ・平成元年7月目8月 い、各局の位置するプレート

⊂

…　　．・㌔㌻「F　　　ど 通総研新設南鳥島局、鹿島 の相互運動の検出実験を継続
一1

」

、　　隔

高、上海局による西太平洋VL して実施する。

BIネットワークの第1回実験
　　　　，W　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、，

@　　　　5
、

暫　A

崩

㌻

（

／

趣
⑳

　翻　　し

♂協ヴナテーマー一一㍗一四一・マ・・一…γ門…一？・一一塑

@　　　　　　　　　協力の内容
幽　　」　rρ

P　日本側機関
の◎、　》　A鯨、’　心A晒　「サ　？鳳　甲　hへし”　、　rr　　馳2聰　β　’馬　　←階・噂　ヤ‘㌔　‘、rσ屍’r、Pド軸7玲r■琳噌　　u厭、6　躬庫’rM㌔　　　耀鱒　♂馬u　　齢　．一　．肱写　■飼κヤ‘

@　　　　　　相手機関
　　　　　　、　　亀　ψ　　　　｝　　　　　　　　　　　一　　ト＾　　　4貝77r　　　”

A　平成3年度までの実施 宰蔵4∵三度’あ計画
（協力の根拠）

・平成2年6月～7月

南鳥島局、鹿島局、上海局

による第2回実験
℃ ・平成2年11月

南大東島局、鹿島局、上海局

による第1回実験

・平成3年6月～7月

南鳥島局・鹿島局・上海局に

｛ よる第3回実験
、 ・平成3年11月

南大東島局・鹿島局・上海局
‘

｝

～↓　　　　一

による第2回実験

を行っている。
引

’

1　　、

この間中国側研修所生計6名を
受け入れ、また、日本側研兜者

1　〆

計6名を派遣し、技術協力を実

施している。

》

，
、　　ノ

へ

’

《　町

、

曜胃

歪

プ

▼　可

｝

，

「

卜　　㌔

d，
、

”　、’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　与　の　　　　　　　　ノ ’び
内

ノ

～　　　’
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（10）タ　イ

協力テーマ
協力の内容 日本側機関 相手機関 平成3年度までの実施 平成4年度の計画

（協力の根拠）

海洋観測衛星 熱帯地域の地球観測データを 宇宙開発事業団 科学技術エネル ・63年6月末にタイ局設備完成 ・MOS－1b打上げに伴う

1号及び1号 取得するためMOS－1受信局を ギー省・国家研
7月から初期運用開始　i竃

MOUの改訂

一b タイに設置し、取得データの 究評議会（NR ・8月23日開所指揮、9月から ’・タイ技術者訓練

タイにおける 協同利用を図る。 CT）
　「
闖妺^用開始 ・運用調整会議

MOS－1の直接 ・元年1月末～2月始め、NA

受信及びデー SDA－NRCT運用調整会
タ利用促進。 議

（NASDA／NRCT 元年3月上～中旬タイ技術者

MOS－1データ 訓練を日本で実施

の直接受信に
・¢年3月上～中旬タイ技術者

関する協定書
、

／

訓練を日本で実施

62．6．4締結）

術者訓練を日本で実施した。

パ

ぎ

じ

！

ハ

ノ
「
　
7

一

　　　タ　　　　）吹x　　　　　　　　　　　‘

@　　　　｝@　　ソ
＼

，　　　　　　　　　　’

’ 　　　　　　　　　　　u
e　　P

ρ

♪　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ 、》　㌦’馬＿
ご　　し

C’ @4　一～・二＿｛ 　〔D蒼 @　　　芦げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　、　’ ノ　　　ぐ　㌧）　　　一　・・

翻
頴轡

働
鐙

竜
野

（11）イタリア

（

協力テーマ
f（協力の根拠） 協力の内容 日本側機関 相手機関 平成3年度までの実施 平成4年度の計画

／

人工衛星レー レーザー測距による人工衛星 海上保安庁 国立宇宙計画局 61年度に左記の協力内容につい 引き続きデータの交換を行う

ザー測距によ の共同観測を実施し、データ 衛星測地センター て提案し、この分野での協力関 とともに、ソフトウェアや観

る測地の研究． の交換を行う。 （イタリア） 係の進展を図った。 測装置等に関する情報交換を

（二国間協力） 同デニタの解析に関するソフ 61年度からは、　「あじさい」の 行う予定である。　　　　　，

トウェアについての情報交換 概要及び観測計画、軌道情報等 また、平成4年に三三共同で

及び同データを用いて得た研 を提供しデータの交換を行って 打ち上げ予定のラジオスII衛

究成果の交換を行う。 いる。 星の情報交換を行う予定であ
〆

さらに、人工衛星レーザー測 ｛ る。

距装置の開発・改良に関する

﨣���ｷする。

、

＿～

u

〆

／

も

、
＼　〆

t、
　

ノ

与

ノ

’

’

▼母

ノ

α

1

1　　　　”　　　　　f 艦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

、 、

鴨脳

ノ・ A　　　　P
亨

辱　㍗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畠 竜　　き　　」，　曳 ～　・　　＾　”・㌦・　’㌧　い　鴨　Yレ　　　艦 ㌃　　　　　　　　　　　’　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　再　　、
瞭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
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（12うチ　リ
←　ヤ　　聖　　　　、　　　デ↓ ，　9，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　い　　鴫　，　　　　　，‘▼ 層畔　r　b　　宙　　　　、　　　　　　　　7　． ζ　　　　ぐ　　　　　’　　　　　　　　　　　卜　　　　鳥 孟

協力テーマ
協力の内容 、日本側機関 相手機関

ノ平成3年度までの実施
平成4年度の計画

（’協力の根拠）

ロケット打上 南米・チリにおけるロケット 穿宙開発事業団
7チリ大学宇宙研 JERS－1打上げ時の運用支 冬期にH－1／TF＃1打上

げ支援 打上げ時のダウンレンジ局と 究センター 援を受けた。 げ時の運用支援を受ける。

（運用支援等 しての運用支援を受ける。 ノ

に係る協定
＼

H4。4．1発行〉
／

♂

悩

‘　　　　　　　　　　　　　　　ヂ

1

ナ

’　曹

㌧

　’_
’ ▼　　，

鬼
’

’　　　ノ
P

’

ρ、　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　r　　　　　　げ「r
5

劔
湯

翻
魑

紅
藍
露
礁
麗
麗

誠

（13）キリバス共和国、

協力テーマ
協力の内容 日本側機関 相手機関 平成3年度までの実施 平成4年度の計画

’（協力の根拠）

ロケット打上 クリスマス島におけるロケッ 宇宙開発事業団 キリバス共和国
　　｝¥　　　「　　世

R1年度からクリスマス局施設の 引き続き維持運営を行い、冬
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　、

げ支援 ト打上げ時の作業の支援を受 維持運営を行ら七ぐ・る。、 期にH－1／TF＃1打上げ
（土地賃貸借 ける。 ぢS－3b打上げ時の作業支援 時の作業支援を受ける。

等に係る協定 ’

を受けた。　　帰

H4．4．1更新）
」

’

≠
∫

憶

㌧

｛

憶

、

，

〆　⊃

’　　　1

6

ノ

ノ

曽

一＼　　〆

㍗　　　　　， ｝　　μ

孟　　　　　　　露
、

レ

曽

し

傷 ゴ
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’
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2．多国間協力

協力テーマ
協力の内容 日本側機関 相手機関 平成3年度までの実施 平成4年度の計画

《協力の根拠）

極軌道プラットフ才
　　　＼　　　　　　　　　　　　、
@極軌道プラットフォームへ 科学技術庁 アメリカ 第2回（61年7月、仏）から我 平成4年7月（米）に第17回 ：

Lム調整会議 の要求条件の検討 宇宙開発事業団 NASA が国は参加し、平成3年度は第 ICWGが開催される予定で
（ICWG） ②搭載観測センサの調整（基 通商産業省 NOAA

15回（6月仏）及び第16回（11　　　r

ある。　　　　，

εサミットリモセンパネル 、本仕様、開発分担） 気　　象　　庁 ESA 月加）の会合が開催され、搭載

が構想し、開 ③運用面の検討 カナダ 同センザ及びデータ政策等につい

始したポーラブラッ を行い、極軌道プラットフ て議論を行った。

ト刀一ム計画を オームの開発に反映させ

継続して推進 る。’

するプロジェ

’クト
、

’

CEOS（地 将来の地球観測衛星データの 宇宙開発事業団 NOAA
第8回（平成2年4月）及び第　　　　　　　　　　　　、 第12回は、平成4年6月米国

　㌧?ﾏ測衛星委 記録フォーマットの標準化、 NASA 9回（平成2年9月）に開催さ にて開催される予定。

員会）データ 光ディスク等の保有・提供媒 ESA れた。第8回の直前にSTA／ 第13回は平成4年12月オース

作業部会 　　　　　　　　　　、ﾌネットワーク、カタログ等 CNES NASDA主催で地球環境デー トラリアにて開催予定。

の技術的検討を行う。 cqRS タネットワーク専門家会議を契

D：LR 機としてデータセットネットワ
｝

ISRO 一ク箏、データ作業部会の強化

’
の方策が検討された。
第10回（平成3年4月米）及び　　　　　　　　　一

　　軸
ｰ　　　　　　　馳

是

麹回（轍2年9月⑳燗　　　　　　　噂ノ　　　　　　　　　　　、　、催された。、

　　　　　卜　　　　　　，

t　　　　　∵　’

き　　　∫
｝

し　r　　　　　ア　、 亀　一、　　　　　，メド　　　“ セ　　　♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀　冨 戸　】争　　”　嵐　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀㌔　F幌　　　　　　、　、’孟　　　　鱈ド　　　　島　　　　ド’　　解　P　　　　い “　し　戸ワ　内　　ザず’　“　　戸、τ　し”　「　　　　　卿　ρ　7「　　纏　　　　ミ

く　　ノ

劔・．

難紗

’ダ

　　遡

協力テーマ；（協力の根拠）

協力の内容 ’日本側機関 ～相手機関 　　　　　　　　　　㌧ｽ成3年度までの実施 平成4年度の計画

CEOSカタ
鴻O分科会

地球観測データ利用促進のた
ﾟのカタログ情報システムの　　　　F

｢界的ネットワーク構築への

ﾎ応協力。　　　　　　　　、

　　　占
F宙開発事業団 NOAA

mASA
dSA
W
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　　　　　　　　　　　、謔Q回会合（63年10月）

謔R回会合（元年3月）

謔S回会合（元年10月）

謔T回会合（2年3月）

謔U回会合（2年9月）及び

謔V回会合（3年6月〉へ出席

一

CEOS
rAR分科会

　　　、ﾓ来の地球観測衛星搭載合成

麻鴻戟[ダ（STA）データ

ﾉ係わるフォーマットの標準

ｻ、処理・校正手法等につい

ﾄ検討を行う。・

宇宙開発事業団

糟ｹ観測解析セ

塔^ー一

@　偶

ESA
iPL
ﾏCRS　アDLR

qAE
selespazio

@　　　　　ご

　、謔W回会合は、63年6月、第9

�ﾍ元年1月、第10回は元年8

氏`9月目第11回は3年10月ド
C
ツ
で
開
催
さ
れ
た
。
－

第12回は4年9月ドイツで開
ﾃ
予
定
。
　
電

丘

　　　　　，　’　　　　　し

`DEOS計
諱@　　ノ

m
　
　
F
　
　
！
　
　
　
　
ヒ
　
〆
［
　
　
　
　
r
　
　
P

NASA及びCNESが供給
ｷる観測センサをADEOS
ﾉ搭載する。

@　　　　φ@實
@　　　　　卜

@　～

宇宙開発事業団

s’　　　坤

@　，

@　1
@　　　輻

@　　　　、

　　　　5
ﾄ国、NASA
tランス

@　　CNES

@　　　　τ　　∫

63年1月にAOを発出し、米
早Aオーストラリア、イダリ

A、フランス及び国内から11セ

塔Tの応募があり、搭載可能性

ﾉついて技術的検討を行った。

ｳ年8月にAOセンサ6ケを選
閧ｵた。　　　　　　　　　，r　　　　　　　　　「

@　　　　　　　　　　ずげ

センサ供給機関と協定を締結

ｷる。：インタフェース調整も
ｹせて行う。ノ　　　　　　　　　　「＼　〆

竅
@
｝
　
　
　
　
　
、

轟

’　　　　一2711一
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、

協カテ一病 　　　　　　　！　屯增@協力の内容
’　　　　町

坙{側機関
　　　唖

且闍@関
　　　　　　Fｽ成3年度までの実施 平成4。年度の計画

ノ

（協力の根拠） 1

宇宙デ旧恩シ 1990年代の先進的宇宙データ 宇宙開発事業団 NASA 宇宙データ処理の交換のための 引き続き、勧告案についての ｝

1ステム諮問委 ’システムの標準化に対する勧 【オブザーバー】 ESA　　」 標準データ形成（SFDU）及び宇宙 検討を行う。

員会 告の作成。・ 宇宙科学研究所 CNES ステーション対応データシステ 今年度は、特にネットワーク

（CCSDS） 通信総合研究所 INPE（ブラジル） ム（AOS）についてさらに勧告案 管理方式についての勧告案を

」

ISRO が追加され、その検討を行っ 作成する。

BNSC た。

DLR 他の事項についても見分しを行

CSA つた。
、

」

㌧

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卵 TsNi1Masn
ま 《

（ソビエト）

【オブザーバー】

CTA（ブラジル）
∫

CAST（中国）

DOC／CRC（カナダ）

、
NOAA ，

、 r

SSC（スウェーデン）

’

CRIP（ハンガリー）
「　　　り

；

イ

CSIR（南アフリカ）

DCRJ（デンマーク）

EUMETSAT
〆

／ （ヨー助パ）
、

IKI（ソビエD

r

げ

ノ

㍉

，

亀

〆

璽塾

鰹藝
醗倉
轡…．

、

（協力の根拠）

協力ア〕マT…蓄芳‘あ内臼蓉……
ρ絹’晶∠ぜへ凋㌧「　’　」轟　ε　’　酬「弼「のb，　r亀。咄跡“

E　日本側機関
覧営　　煽　　　｛、　”　　，，吋，　－A　　　｝　　　㌘　　紹　㌧瀞＾－　L－e嘱鳥　、　　簿あ　覧　’、　，

@　相手機関、
「　隔，臥《　も　●　P酵　　　ヴ　知　馬　　」’、＝　鼠　　　　「　　　巳　　「　　”声　　　b’げ　　　　　　脅　　　　　　　　　、　呪7、ソ　　　、

ｽ成3年度までの実施 　箪歳イ隼度～ガ計面ル〔

宇宙ネットワ 宇宙ネットワーク（データ中 宇宙開発事業団 NASA Sバンドの相互運用性について Sバンド／Kバンドの技術検

一ク相互運用 継追跡衛星シズテム）の相互 ESA は、ETS－VIの機会を利用 討を進めると共に、運用方
ゴ性検討委員会 運用性を検討し評価する。 した相互運用性試験の一部を実 式、地上データ伝送方式、実

（SNIP） 施し、今後の試験計画の具体化 施スケジュール等の検討を行

（委託事項書 と詳細化を進めた。 う。

62．5）　・ Kaバンドの相互運用性につい

て要求と技術の両面から共通諸

元の検討を進めた。

｛

機関間追跡管 ステーション時代のネットワ 宇宙開発事業団 NASA 宇宙ステーションプログラム計 AOS通信実験の評価、緊急

制通信パネル 一ク開発における各機関の計 ESA 画のリストラクチャリングの影 時における相互運用体制確立

（ITCDP） 画段階における調整支援 CANADA 響に関する情報を入手した。ま のたあの検討、データ中継衛
（旧INSF） た、宇宙ステーション対応デー 星を用いた通信実験の検討等

，　　　　、

、 タシステム（AOS）’の通信実 を行う。

－
験を行った。

r

ノ

亀

国際標準化機 「宇宙デこ夕情報伝送」α～標 宇宙開発事業団 ISO加盟国 CCSDS勧告「追跡データと 宇宙ステーション対応データ

構（ISO） 準化を検討するため・NASDA 宇宙科学研究所 （米国、スイス 軌道データ」及び「時刻コード システム（AOS）を規格化
ノ

ほCCSDSと関連させ、　rISO／ 通商産業省 中国、仏国、 フォーマット」を国際規格とし するための検討を始める。
ヒ

TC20宇宙機規格委員会」の委 日本航空宇宙工 一国、英国等） た。

　　　　　　　臨�ﾆして参加する。 業会
　　　　　鳥坙{電信電話株

i

　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ・

@　　　　　　　「♂u 式会社、

’　　　　‘

邑　　r　　，　　置
、

テ

民間企業6社等
，

〆　　　　　　、

，　　　　　　　　　　　　　，

」

伽
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協力テーマ 　　　～
@　　　　　　｝E　協力の内容 日本側機関

　　　　‘@　　　　ゐ　　　’

且闍@関
　　　　　　　「
ｽ成3年度までの実施 平成4年度の計画

（協力の根拠）

国際極軌道気 ロンドンサミットの勧告に基 気　　象　　庁 米国 第7回総会が、2年9月にイタ
　　　　　　　　　　　i謔W回総会は、ドイツで開催

象衛星グルー ついて、現在米国より運用さ 科学技術庁 フランス リアで開催された。 される。

プ（IPOMS） れている極軌道気象衛星2個 宇宙開発事業団 イギリス

（ロンドンサ のシステムを維持し、気象デ 一
西ドイツ ノ

ットの勧告〉 一三の長期継続性の確保、自 イタリア 7　ノ
レ

由国際交換の維持のためCG
　　とh
EC、ESA

MS類似の非公式国際グルー EUMETSAT　及び
圏

プを作って協力する。 オーストラリア

i 将来センサーの要件、データ 等のノンサミッ

の標準作成、極軌道プラット
＼ ト国

フォームの検討、可能な経費
　　　　3
f

の国際分担方式の検討等があ

る。　　　　　　　　　　　　，

争

き

い

喝

∫
㌧

ぜ

㌧㌧　　　　　　　　　　　　　し

’

」

“　　　㌔

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜　　　　、　　　　　　　　㌔

、三『　　そげ

，　　　　　b

f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ
、　‘：　　　　，
b　，　　・，　；　　　ヒ

，　　　　　　監　　’　　　　　　　　　　　　　、 　　膨　　讐@
㌻
L

，　　　　，　売
二　，

L
《　　　　　　　　箪　　　　　　　　匙

　，、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《
v　　　　　　　　　　ノ・　　上　　　、

f　ぴ　　　ハ　　　　　　　ψ　　㍗ρ　　　　　　　　’ 〆　　｝　　　　　”7
、阜　　　　　　　r　　　プ　　　　　　　弊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　ヤ　　リ　　9　命り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暫　隔　　　♂　　　　　一　　　’　　　　F

（　　ノ

一轡

響
轡
轡

協力デーマ 　　　　　　　　4ｦ力の内容 ’日本側機関’ 相手機関
　　　　　、
ｽ成3年度まであ実施 即成4年度の計画

（協力の根拠）
’

気象衛星調整 気象衛星に関して 気　　象　　庁 NOAA／NESDIS 1972年、米国において、第1回 第21回会議が平成5年度に中

会議（CGMS） （1）観測項目の統一 宇宙開発事業団 （USA） 会議が開催されて以来、静止気 国で開催される予定である。

（打ち上げ担 （2）　観測成果の質の向上 EUMETSAT（BC） 象衛星の運用について総合的な
ノ

－　　　　　　一当国の運用機 （3）観測成果の配布、向上 Hydro－meteo一 調整を行ってきた。

関間の合意） （4）各情報の交換 Iogy　and　Cont一 第20回会議を、平成4年1月に

等について、衛星打ち上げ運 rol　of　Natural 日本で開催し、気象衛星システ

用国間で調整を図る。 Environment ムの運用等について意見交換・

（USSR） 調整を行った。

1 インド気象局

（インド）
、

WMO（UN）

㌔
中国国家気象局

、

ハ

、

L

1

一

’

　　　　　　　　虹e

｝

’＼

、 ㌧

き

ヒ

ノ
‘

孕

ρ
’

〆

｝　　　　　‘

@　｛
二　　　　　　㌔ r

Ψ
’

、　’

@・1　一 　　　，A　　　　　司
、　　　、

匹

； z

、

房、@　蟹

σ

馬
・
－
耀
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脳　　　　ゴ

，協力テ」・マ
、　　　｝　k　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧　　　　‘

@　協力の内容
メ伯本四機関 　　　　　i且闍@関 ｝平成3年度まであ実施 “平成4』 N度の計画

．（協力の根拠）

　　、L

C太陽地球系探 ISTP計画として地球磁器 文　　部　　省
　　　、ﾄ、仏、独、英 これまでハレー彗星探査に関し

　〆ｾ陽地球系物理学において、
ρ、

査 圏の総合観測を行う。 宇宙科学研究所 EC（ESA） てNASA、ESA、ロシア共 GEOTAIL衛星によってISTP計

ロシア共和国 和国の間に協力関係が成立して 画に参加する。
5

し いる。太陽地球系物理（ISTP） 平成4年度に嫡、GEOTAIL衛

研究計画の企画がNASA、E 星を打上げ観測を開始する。
鳥ゆ

SA、IKI（ロシア宇宙科学
研究所）及び宇宙科学研究所に

、

’ よって進あられ、1992年以降数

年の間に多数の衛星による観測
匡

’ ネットワークを地球周辺の空間

F に形成することになっている。

1　　　　、

’
、

「

騙

、

1

♂

、

、

A
7

」
’

～　　’　　　生 ρ

「

／

し　　〆

　　劔
…　

磯
轡

協力‘テー’マポ”」Aゆゾ　ヤ　　　プ　’、’桃　　　「　　o　　r　　　　　　　　諭、β　　　　　殉　直　㌃　　　　　　　　　　　　　　　韓　　　　、曹　μ　　，聰　♂　欄‘’7，

@　　協力の内容
’、　’　　　、”　　　，　　　　　L残戸　　噂　、　　　臓　乳丁　ひ　　ホ　恥　　　　F　　　汐　　　　　し　L　b　　　ハ　　、

坙{側機関
　　　』　　　　　　‘　い

且闍@関
　　や♪　レ’／　　　　｝　　　　　　’隔　　W　F　　、　　▼　　　　A　　　　甘卓　守　　　　　句　　　　　　　　　’　」A即　　　　　　　　凱

E平成3年度ま、での実施
り　　L　　r　　　　㌔晒　　　■　Aや巳　訓　　　◎　　　　　司　、，ρ㍗　、’可　呼　　　　　㌧　曳凸　　回　’乃　　‘　　、e　司

@平成4年度の計画（協力の根拠）
r
髄

祠

、

地球観浪扮野 SIR－C（シャトル映像レ 通信総合研究所 NASA 通信総合研究所が提案した下記 4年11月に科学チーム会議が

一ダC）／X一アSAR（Xバ 海上保安庁 DLR の実験提案が採用された。 JPLにおいて開催される予
　　　　’mASA／DLT／ASI ッド合成開ロレーダ）を利用 国立防災科学 （ドイツ航空宇 1．同一及び直交偏波較正、地形 定である。

が推進してい した地球観測実験に参加す 技術センター 宙研究所） マッピング、及び稲作観測実
るSI三一C／勾一SA る。 気　　象　　庁 ASI 験

R計画の実験 ノ 東　　北　　大 ’（イタリア宇宙 2．海洋汚染と海氷のリモートセ

．公募に応えて
許

鳥羽商船専 機関） ンシング　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　，’ 一

通信総合研究 海洋科学技術 各実験の主担当者（P1＞を対象と
’

所から2件の
　　　　ノu

センター する科学チーム会議が過去3度

提案を行い、 北　　　　　大 開催されたほか、各ザブテーマ

採用となつ 極　　地　　研 に関する作業班会議が適宜開か

た。 ＼∫ れている。各実験のテストサイ

トを観測するための軌道の割当

が行われた。

「

＼

，　ノ

ヘ　　ノ

’

蟹

’

ノ
｛

　　」f

’

」
、
」

【
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・協力テ』マ
協力の内容 ヒ日本側機関 　　　，且闍@衡 　　　　　　　　　、ｽ成3年度までの実施 平成4年度の計画》

（協力の根拠）

瀞止気象衛星 静止気象衛星の画像データの 気　象　庁 オーストラリア （中規模利用局） 利用局における国際的な画像

の画像データ ディジタル及びアナログ方式 バングラディッシュ 12ヶ国・領域　17局 データ利用の推進を図る。

の利用 （ファクシミリ）による配布 ブルネイ

（世界気象機 を行う。 中国 （小規模利用局）
ノ

関（WMO） 韓国 19ヶ国・領域・35局

の世界気象監 タイ

視（WWW） 香港’

計画による） フィリピン

マレーシア

シンガポール

米国

}カオ
i 他

「

静止気象衛星 静止気象衛星による通報局か 気　象　庁 通報局所有国 通報局のデータ収集を引き続き 引き続き通報局のデータ収集

による通報局 らの気象データの収集を行 実施した。 を行い、台風委員会加盟国内

からの気象デ う。 台風委員会加盟国内の通報局の の通報局の展開を図る。

　　　　卵齬[の収集 、

展開を図った。

（世界気象機
関（wMo）　へ

覧　　［

♂

の世界気象監　　　　　’　’　西　i

求i宙榊W）
　　♂h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

@　　　　　　　　！@　　　　匡
蔓

A

ダ　そ　｝　｝

馬　　　　　▼　　♪

@　　　　　　　塀，　㍗
計画によ即し’　、ン

’・@1　　　　　・　㌧・
　’　　、　　　凡7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

γ　　　　　　f
’　　　卜　　　，　　　　　～　　、、

・；　」　　　　　　‘’

@　　　　　，　▼f

‘

段
略　　　　’ ’

1し　司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

ど ’レ　ギ 　　　樋蜻?@　へ　　　噂
　　　　　　　　　　　’，ｺ 、“　’　・・　　　　り‘，プ

働
轡・

働
ξ璽

－
屡
構
灘
騰
騨

1協力テーマ
i協力の根拠） 協力の内容 日本側機関 相手機関 平成3年度までの実施 平’成4年度の計画

国際雲気黒船 気象衛星の観測データを用い 気象衛星センター ウィスコンシン 1983年からGMSのデータを送 引き続きGMSのデータを送
画（ISCCP） て全球の雲に関するデータセ 大学『 付している。 付するとともに、全球データ

（世界気象機 ットを作成し、気候研究等に NOAA／ 四球データセットの還元が元年 セットの還元を受ける。
」

関（WMO） 資することを目的とする。 ’ NESDIS 度から開始された。 第9回データ管理作業部会が

の世界気候計 NASA 平成4年5月にフランスで開

画（WCP） 他 催され、本計画に関する意見

計画による），
‘

ぞ
（米国） ！　　　　　　　≧ 交換・調整を行う。

！

Atmospheric

｛ Environment

！ Service

@（カナダ〉

＼∫
ESA　　　　」

（EC）
’

’

WMO
、 （UN）

ノ

他

／

唇

ノ

湊　　　馬
@　”

一　　　5

，　　’

　

ゲ

ヂ、　覧

穿／、

、

レ
あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犀

’　　　　　　7

b
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協力テーマ
（協力の根拠）

全球降水気候

計画

（GPCP）
（世界気象機

関（WMO）
の世界気候計

画（WCP）
計画による）

協力の内容

衛星の赤外観測データから放

射温度の統計値を算出するこ

と等により全球の降水に関す

るデータセヅトを作成し、気

候研究等に資することを目的

とする。

日本側機関

気象衛星センター

相手機関

GSPDC
（CAC／

　NMC／
　NOAA／
　USA）

平成3年度までの実施

1986年度分からデータを作成

し、送付している。また、衛星

データからの降雨量算出アルゴ

リズムの比較実験に協力してい

る。

第5回データ管理作業部会が平

成3年5、月20日～21日、第1回

アゴリズム相互比較ワークショ

ップが22日～24日に米国で開催

された。

平成4年度の計画

引き続きデータを作成し、送

付するとともに、衛星データ

からの降雨量算出アルゴリズ
　　　　　　ノムの比較実験に協力する。

第6回データ管理作業部会が

平成4年8月に米国で開催さ

れ、本計画に関する意見交換

・調整を行う。

その他、鯉データ利用に関して米国、欧少鎖国、カナダ、オーストラリア、中国、インド、ブラジル等と・情報交換を行ってし・る・

翻
響

　　　　　　　　　働
　　　…　…　

一
縷
糠
懸
灘
欝

一
隔

D（　関係機関における宇宙関連研究開発体制

＼」

宇宙研究開発関連の部局
へ㌔／

その他の部局

名（　名） 予算定員数（宇宙関連研究開発従事者数）
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⑲

語
言

、

宇宙関連開発体制の概要

通信総務課
通信運用課
有線通信課
無線通信課
警察通信研究センター

通信庶務課
通信運用課
有線通信三
無四通信課
静岡県通信部

警察大学校

部

通信局

信通

通信庶務課
通信運用課
有線通信三
無四通信課＼

大阪府通信三

部信通

関東管区警察湯

通信庶務課
通信運用課
有線通信課
無線通信課
沖縄県通信部

部信通

近畿管区警察局

1

九州管区警察局

＿．1　　　ご　　ハ　哩
胤圃7ノ

警察庁

ノ

執
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科学…皮術庁

（0）10名

1

課画企

（0）12名総合研究課

（0）10名ライフサイエンス課

（8）8名

（7）7名

（14）14名

（0）10名海洋開廃課

’

研究開発局

／

ノ

＼

、

〆

－
』
麟
騒
騒
膿
！

．ご

趣
⑲

鋤
茜

総括研究企画官

庶務課

会計課

動力源

工作課

十全施設課

航空宇宙技術研究所

　　　　　　r企画課＿

㌦

3
2
2
3
3
2
3
3
2
6
3

門

空気力学総括室

超高速空気力学研究室
稀薄流碑究室

高エンタルピ流研究室

剥離流研究室

粘性流研究室

衝撃風洞研究室
極超音速風洞制御研究室

極超音速風洞計測研究室

超音速風洞制御研究室

超音淳風洞計測研究室

管理部

1＼∫

空気力学部

科
学
研
究
官

爵！

長

為
O
R
U
ρ
0

構造力学総括室

空力弾性研究室

熱構造研究室

構造動力学研究室

破壊力学研究室

　
1

　iF▼

　㍊．二∴≠γ @　
｛

　二㌦
引　　　　　　｝

熱流体力学総括室

流体騒音研究室

反応流体研究室、

数値熱流体研究室
伝熱研究室

一285一

1

熱流体力学部

ぴ
ぐ
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民
り
0
0
4
0
0

計算研究室
デーダ処理研究室

数値シミュレータ研究室

応用解析研究室

計算課

1

数理解析部

空力性能総括室
全機空力性能研究室

計算空力研究室

低速空力性能研究室

操縦面空力性能研究室

非定常空力研究室

空力試験法研究室

遷音速風洞制御研究室

透音速風洞計測研究室、

大型低速風洞制御研究室

大型低速風洞計測研究室

二次元風洞研究室

空力性能部

3

機体総括底

荷重研究室

実機強度研究室

複合材構造研究室

疲労研究室

衝撃研究室

損傷研究室

機体部

翻
冠

鶴

三動機総括室

圧縮機研究室

タービン研究室

原動機空力研究室

燃焼器研究室

原動機材料構造研究室

原動機制御研究室

原動機性能研究室

原動機部

｛

0
乙
』
径
り
Ω
4
0
0
4
F
O

制御総括室・、

制御研究室

計測研究室

機器研究室

飛行制御研究室

飛行シミュレーション研究室

人間工学研究室

／

＼∫

飛行実験総括室

飛行特性研究室

飛行試験研究室

飛行実験管理室

飛行計測研究室

飛行解析研究室

飛行課

、

第1研究グループ（新型航空機研究グループの企画・調整及び施設、設備）

第2研究グループ（超高速航空機の総合性能の研究）

第3研究グループ（超高速航空機の最適形状の研究）

第4研究グル：一プ（超高速航空機の径路計画の研究）

第5研究グループ（新形態航空機の総合性能の研究）

第6研究グループ（新形態航空機の最適形状の研究）

第7研究グループ（パワード・リフト機の総合性能の研究）

革新航空機研究管理官

2第8研究グループ（H一∬ロケ呪ト打上ゲ型有翼回収機（H：OPE）の研究計画）
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飛行実験部

究グループ
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　∫
ヒ　　　　ート

　　　　　　　、喉　　　　　　こ一、ゴ

の
、　　第9研究グループ（空力弾性制御システムの研究）

　　第10研究グループ（操縦システムの研究）

　　第11研究グループ（突風風洞による研究、試験）．

、

1
2
3
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2

第1研究グループ（宇宙研究グループの企画・調整及び施設、設備）

第2研究グループ（宇宙輸送システム）　　　に

第3研究グループ（宇宙船システム）

第4研究グループ（有人サポートシステム）

第5研究グループ（ランデブ・ドッキングシステム）

第6研究グループ（宇宙エネルギーシステム）

第7研究グループ（電気推進システム）

第8研究グループ（太陽宇宙構造システム）

第9研究グループ（宇宙ライフサイエンス実験システム）

第10研究グループ（宇宙理工学実験システム）

第11研究グループ（宇宙潤滑システム）

第12研究グループ（宇宙船の姿勢制御システム）

第13研究グループ（宇宙システムの信頼性）

宇宙研究グループ
1

2
7
1
2
3
4
5
3

　
　
1
1
一
　
」
1
⊥

，
一
霞
麟
麗
騰
聯

1

ロケットエンジンシステム研究室

ロケット燃焼器研究室

ロケット流体機器研究室

ロケット高空性能研究室、

推進薬研究室

ラムジェット性能研究室

ラムジェット燃焼研究室

ラムジェット構造研究室

438名（169名）翻
／

管理課

1

‘、　｝

へ　～

！

特別研究官11
‘

⑲
翻
欝

ノ

’

平成3年度末定員：常勤役員
　　　　　　　　非常勤役員

　　　　　　　　職　　員

　　8

　　3

955 （685’）

＊：人当研究費支給対象者数

ノ

理事長

副理事長

理事

宇宙ステーション

開発本部

ロケット

開発本部

人工衛星

開発本部

団

監事

〉

発事業
月

宇宙

ズ

、

企

画

室

総

務、

部

広

報

室

経

理

部

業

務

部

計
　
画
　
管
　
理
　
部

情
報
シ
ス
テ
ム
室

信
　
頼
　
性
　
管
　
理
　
部
p

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
信
頼
性
管
理
室

安
　
全
　
管
　
理
　
部

調
　
査
　
国
，
際
　
部
，

暫
宇
宙
環
境
利
用
推
進
部

宇
宙
実
験
グ
ル
ー
プ

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ

（
本
部
長
付
）

エ
ン
ジ
ン
グ
ル
ー
プ

ロ
ケ
ツ
ト
グ
ル
ー
プ

（
本
部
長
付
）

技
術
試
験
衛
星
グ
ル
ー
プ

地
球
観
測
衛
屋
グ
ル
ー
プ

通
信
放
送
衛
星
グ
ル
ー
プ

参

事

打
　
上
　
管
　
制
　
三

三
　
跡
　
管
　
制
　
部

施
　
設
　
設
　
備
　
部

監
　
事
　
室

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー

ダ

地
球
観
測
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撃

角
田
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
セ
ン
タ
ー

勝
浦
追
跡
管
制
所

沖
縄
追
跡
管
制
所

名
古
屋
駐
在
員
事
務
所

小
笠
原
追
跡
所

礼

）

’
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所究研力子原本日

蛎，
細
ト
副

管理部

材料開発部

一29σ一 　　　　　、

技術開発課

照竺璽課

照射利用開発室

高機能材料第1研究室

高機能材料第2研究室

極限材料研究室

イオン工学計画課

イオンビーム施設課

　　　　　．醗

7篤く5名）

8名（2名）

環境．資源利用研究部

放射線高度利用推進室

大阪支所

　　翰

＼海洋科学技術センター

・夢…… 薮

名52詞

1

会長　　1名

理事長　 旧名

理事　　6名
（非常勤含む）

（肇常覇含む）暗

職員合計　158三

、
弘
、
’
醐

総　　務

企　　画 部

深海研究部

深海開発技術部

海洋観測研究部

’海域開発・利用研究部

運　　航　　部

0
0
　
0
乙
　

民
り
　

り
0
　

7
8
　2
U

¶
⊥
。
1
⊥
　
－
↓
　

望
⊥
　

り
白
　

4

参 事 1名

へ、／

情　　報 室 3名
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　　　　　　　　　　　　宅、

（1）企画調整局地球環境部　　定員　29名

　　高長二地球環境部長 企　　画　　課

環境保全対策課

環境協力室

’｛亟蚕1

（2）大気保全局　　定員　66名

　　局長

　　　　5名（5名）

企　画　課　　、

　広域大気管理室

　　　　3名（3名）

　交通公害対策室

犬気規制課

特種公害課

自動車公害課
　　　　　　　翻

、蔭

　一興27

美藁　境1’庁

　　　（3）国立蹴研究所輝274名

　　　　　　　　　　　地球環境研究グループ統括

　　　　　　　　　　　　’衛星観測研究チーム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　4名（3名）

所○ @副

　一所

長　・長

‘化学環境部長

　　計測技術研究室

　　　　　　　3名（1名）

大気圏環境部長

　　高層大気研究室

　　　　　　　4名（1名）

　　大気動態研究室

　　　　　　　6名（1名）

　繋欝

予算定員

O
鰯

ミ・ノlr，　　τ匙h．

文部省宇声科学研兜爵

評議員会

所　　長

1名（1名）

運営協議員会

各種研究専門委員会

297名（宇宙関連研究開発従事者　212名）

管 理 部

介

76名

宇宙圏研究系
14名（14名）

太陽系プラズマ研究系

7名（7名）

　　　16名（16名）

共通基礎研究系
7名（7名）

究 システム研究系
23名（23名）

宇宙輸送研究系
13名（13名）

系 宇宙推進研究系
14名（14名）

）

宇宙探査工学研究上

15名（15名）

衛星応用工学研究系

43名（13名）＼

　二～293ゴ．

31名（31名）

39名（39名）

企画調整主幹
（併）

対　外　協　力　室

（

4名（2名）

宇宙科学資料解析センター

究
，
茄
設

）

3名（3名）

宇宙基地利用研究センター

3名（3名）’

鹿児島宇宙空間観測所

10名∴（4名）　㌻

三陸大気球観測所

2名（2名）

能代ロケット実験場

1名

日田宇宙空間観測所

5名（5名）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　院長
　　局長回忌　［垂i團1・名（1・名）

（1）立地公r昂＿．・　　　’
　　　　　　　　・　　　総　務　課

ご・高長　　［麺圃14名（2名）

　　　　　　　　　　　　他　6課　　、

（3）三冠ルギー庁　　　　〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　画　課

籍次長［亟璽［重43名（7名）・　　・

　　　　　　　　　　　他1房2部　　　　　他　8　課・

・㌦・

　　　　　　　　　　欝

1（7）工業技術隔子技撫舗蝸

∴朗萱

　　　譲嵌長

総．三三

　　　　ノ研究業務課

サンシャイン計画推進本部

　　21名（7名）

他10，謙

（5）工業瀟院灘技術研究所

　　　　　　　　　　総

　　所長一次長

務　部

ロボット工学部

他　4　部

総務副

　蓼

二三褻］8名（1回目1

　　　　　　曹　　　　　　　「

（6）工業技術院地質調査所

巖＿次長

計測制御課

他　3課

感覚制御課

バイ加ボティクス課

他　2課

解析技術課

7名（3名）

5名（5名）

6名（1名）

｛

8名（2名）

匝錘調9名（1名）

匪亟團7名（2名）

團絡（3名）

総　　務　　部

／∫：

、電子デバイス部 55名（1名）

冒

光技術部 光電子システム研究室

　13名（13名

l　3　室

三三技術部 宇宙技術研究室

　11名（11名

ｼ　3　室

エネルギー基礎部 エネルギー材料研究室

他　10　部

　10名（10名

l　3　室　　母

（注）①［コ・宇宙関醗開発に醐る部局

　　⑱；
　　③．’名（

　　　　　　　　他　1課
　他　7部

：その他の部局

一295一
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一296ご一汁

運輸省運輸政策局

　　　　　　　局　　長 次　　長

，難

点　策　課

総合計画課

地域計画課

運輸産業課

消費者行政課

環境・海洋課

技術安全課 11名（2名）

国際企画課

国際業務第一課

国際業務第二課

貨物流通企画課

鍋物流通施策課

履頷物流灘…

マ
’

ノ

情報管理部
昏
亀

観　光’　部

翻 ／

萄

運輸省　電子航法研究所　　合計　65名（10名）

所　　長

1名

研究企画官

1名

総　務　課

8名

電子航法開発部

13名

専門官

　　1名

航空施設部

、14名

電子航法評価部

14名

衛星航法部

10名（10名）

岩沼分室

システム研究室

電子装置研究室

搭載装置研究室

3名（3名）

4名（4名）

2名（2名）

3名

、
一297一

D



　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

海上保安庁水路部

水路部長

一298一

監　　理　　課
　　　　　　　　　　　　　　　ド

＝@　　　　　　　　　　　　　　・

@　　　　　　　し

@　　　　　　　　　　　　r　「

企　画　線

、
5
5
名
（
6
名
）
7
7
名
（
6
名
）
2
2
名
（
4
名
）

海洋調査課

沿岸調査課

航
法
測
地
課
／

参事官

衛星測地室

水路通報課

海洋情報課
｝

6名（6名）

16名（16名）

〃　　　第五管区海上保安本部 下里水路観測所

翻 轡
醤 葎 ｛

気　 象　 庁　　’

（三関蓮三者1。名）

　　・㌧

長　　官 総務蔀 企’

謇ﾛ
10名（10名）

次　長

r＼

＼　　ト

　　　　　　　　　　’　・一299・二
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一
　
タ
　
ン
　
セ
　
星
庁
衛
　
象
象
気

気

所　　長
1名

爵　務　部
22名

データ処理部
122名（122名）

情報伝送部
83名（83名）

予算定員228名（宇宙関連研究開発従事者　205名）

　総　務　課　　11名
　　　　　　　　　　　　〆

　会　計　課　　10名

　システム管理課　　29名（29名）

　データ処理課　　29名（29名）

匪＝昼］44名・（44名）

［管制課］19名（19名）

　　　　　　　　15名（15名）

　　　　　　　　　　　　　、
’

［伝送第一課］、

伝送第二課

気象衛星通信所

18名（18名）

16名（16名）

33客溜露）終

鵬 翻
醤

一
霞
爆
簾
朧

気　 象　 庁
イ気象言霊…窄所

所　　長
1名

室三徳

部追追

予報研究部

12名

2，2名

18名

気候研究部

予算定員180名（宇宙関連研究開発従事者　23名）

20名（2名）

第三研究室

β
台風研究部

第二研究室

18名（8名）
第三研究室

4名（2名）

6名（6名）

5名（2名）

物理気象研究部

応用気象研究部

18名（3名）

15名

気象衛星・観測

システム研究部

［第四研究室］3名（3客）

膿火山研究部

45名（8名）ジ

91名

　　　　．　　　10名（2名）

三三亟三］3名（3名）

堆球化学研究部 1b名

第二研究室

第三研究室

3名（1名）

3名（3名）

［麺亘動5名（1名）

第二研究室 4名（2名）
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郵政省通信政策局

郵政省 通信政策局 宇宙通信政策課 16名

・宇宙の研究、開発及び利用に係る電波の規律に関する政策の企画立案及び推進

・宇雷の研究、開発及び利用に係る電波の利用に関する研究及び調査のとりまとめ
“・ F宙開発事業団に関する事務
・通信・放送衛星機構に関する事務

宇宙通信調査室 6名

・宇宙の研究、開発及び利用に係る電波の規律及び利用に関する研究及び調査

大臣官房 大臣官房企画課
情報通信企画室 3Q名（2名）

ノ

・通信衛星3号による衛星通信システムの運用

劔 幽
醤

垂区　政　 省

通信総合研究所
　　　　り㍗　　ピ西
42・2名（L5・3名），

：癒ぺ濱窟♪・汽し

所　長

　次長

　総合研究官

田部 V［饗

企画調査部一

情報管理部

課
旧
記
室
室
、
課
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総合通信部

電子計算機室4（1）
電波観測管理室

意

統合通信網研究室

ﾊ信系／研究室
放送技術研究室
電磁環境研究室

4（2）

宇宙通信部

衛星通信研究室
移動体通信研究室

宇宙技術研究室
徳星間通信研究室

8（8）

13（13）

5（5）

6（6）

通信技術部
信号処理研究室
通信方式研究室
通信装置研究室　4（2）

電波部
電磁圏伝搬研究室

蜍C圏伝搬研究室

d磁媒質研究室

8（8）

6（3）

6（1）

・電波応用部

電波計測研究室

光計測研究室
宇宙環境計測研究室

7（7、）

6（3）

7（3）

標準測定部

原子標準研究室
周波数・時刻比較研究室

測定技術研究室
周波数標準課
較　正　検　定　三

三1特別研究室　　2（2）

第2特別研究室

第3回忌研究室

7（7）

管　　理　　課
地球環境計測研究室

宇宙通信技術研究室

宇宙電波応用研究室

宇宙制御技術研究室

8（8）

12（12）

17（17）

7（7）

関東支所

（関西先端

平磯宇宙

環境センター

研究センター）

ター
太陽研究室
F宙環境研究室
F宙天気予報課

三
二
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室
室
三
三
三
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内
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三
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5（3）

4（2）

5（3）

7（4）

6（6）

6（6）
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建・設　 省　　　’

　国土地理院　　 、　～

鮮’“

　一304一

合計94名（27名）

院　　．長 測地’部レ 計画課

1名 17名

測地第一課

参事官 ．18名（4

測地第二課

28名（7

測地第三課・

　　　「@　8・6名122名）

@　　　　　　‡　　㌦

@　　　　　　ノ　　　　　　、

@娼

@　　　〆

@
　
　
、
外
，
監
　
　
　
聖
　
　
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
’
　
　
’
｝
、
㌻

12名

測地技術開発室

　　　　　　　　　　1名

@　　　｝

@　　　　　　　、

@　　　E@一　・　　　一　　　　　ζ㍉　　　　一

ｴi屍！織・畿…∴て∵三し

9名（9

測地技術調整官

一　1各’一

研究官

1名
鹿野山測地観測所

t　　　　　㌔　　　　　　瓢　　・

∴ 6名（4名）

［コー宇瞬三四の部局

［コーその他の部局

（ ）三宇宙研究開発関連の

　，従事者、

’L£ごへ

編 翻

．自治省消防庁

　　　長官　　　 次長

欝 欝
、
隔

審議官 総務課

消防課’

予防課

危険物規制三

、広　報　官

　国際消防協力官

　違反処理指導官

9名（3名）　、

震災対策指導室

特殊災害室

救急救助課

へ　 〆
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